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平成２９年第２回氷川町議会定例会会議録（第１号） 

 

平成２９年３月８日 

午前１０時００分開会 

於     議 場 

１．議事日程（第１日目） 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 行政報告 

日程第５ 道路交通法違反に伴う事実確認を求める特別調査委員会報告の件 

日程第６ 一般質問 

 

２．本日の会議に付した事件 

議事日程のとおり 

 

３．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

１番 河 口 涼 一          ２番 清 田 一 敏 

３番 長 尾 憲二郎          ４番 上 田 俊 孝 

５番 江 嵜   悟          ６番 三 浦 賢 治 
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９番 米 村   洋         １０番 笠 原 良 一 

１１番 上 田 健 一         １２番 永 田 義 昭 

 

４．欠席議員はなし。 

 

５．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  草 野 信 一     書 記  河 野 香 織 

 

６．説明のため出席した者の職氏名 

町    長  藤 本 一 臣     副 町 長  平   逸 郎 

教 育 長  太 田 篤 洋     総 務 課 長  陳 野 信 次 

企画財政課長  森 田 寿 也     税 務 課 長  岩 本 博 美 

町民環境課長  野 田 俊 明     健康福祉課長  増 永 光 幸 
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農業振興課長  尾 村 幸 俊     農地整備課長  前 田 昭 雄 

建設下水道課長  前 崎   誠     総務振興課長  木 本 栄 一 

商工観光課長  西 田 美 子     会計管理者  濤 岡 美智代 

学校教育課長  稲 田 和 也     生涯学習課長補佐  山 本 昭 義 

農業委員会事務局長  星 田 達 也 
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（片山裕治君） 皆さん、おはようございます。 

ただいまから、平成２９年第２回氷川町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（片山裕治君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、１番、河口

涼一君、２番、清田一敏君を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（片山裕治君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、本日から３月１６日までの９日間としたいと

思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１６日

までの９日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（片山裕治君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

例月出納現金検査が実施され、その報告書が提出されていますので報告します。

なお、報告書は議会事務局に保管してありますので、ご自由に閲覧願います。 

次に、八代生活環境事務組合議会、平成２８年２回定例会が開催され、会議録が

提出されていますので報告します。なお、この会議録は議会事務局に保管してあり

ますので、ご自由に閲覧願います。 

 次に、八代広域行政事務組合議会、平成２９年２月定例会が開催され、会議録が

提出されていますので報告します。なお、この会議録は議会事務局に保管してあり

ますので、ご自由に閲覧願います。 

 次に、平成２９年１月１２日に熊本県町村議会議長会議長研修会が熊本市で開催

され、議長が出席しましたので報告します。 

次に、平成２９年２月３日に熊本県町村議会議長会理事会が熊本市で開催され、

議長が出席しましたので報告します。 

次に、平成２９年２月１７日に熊本県町村議会議長会第６７回定期総会が熊本市
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で開催され、議長が出席しましたので報告します。 

 次に、平成２９年２月８日から平成２９年２月９日まで、鹿児島県大崎町と姶良

市において、広報調査特別委員会視察研修を実施しましたので報告します。 

これで、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 行政報告 

○議長（片山裕治君） 日程第４、行政報告を行います。 

町長から行政報告の申し出がありました。これを許します。 

町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 皆様、おはようございます。厳しかった寒さが和らぎまして梅

の花が満開となりました、弥生の春を迎えているところであります。皆様方には、

日々ご活躍のこととお喜びを申し上げます。 

 本日は、平成２９年第２回氷川町議会定例会を招集をいたしましたところ、皆様

方には大変お忙しい中にお繰り合わせご出席をいただきまして、誠にありがとうご

ざいます。 

 議員各位には、日頃より町政の運営に対しましてご理解とご協力をいただいてお

ります。心より感謝とお礼を申し上げる次第であります。 

 さて、本年度もいよいよ押し詰まりまして、年度末を迎えているところでありま

すが、昨年を振り返りますと、１月の大雪・寒波、４月の熊本地震、７月の大雨と

自然災害の多い年でありました。特に４月の熊本地震は、過去に経験したことのな

い大災害でありました。住家、非住家及び農業用施設、あるいは海岸・堤防、道

路、水路等に甚大な被害が発生をしました。対応に大変苦慮をいたしたところであ

りますが、役場職員、社協の職員、土地改良の職員、職員が昼夜不眠不休の活動

を、対応をとってくれまして、二次災害を防ぐことができたというふうに思ってお

ります。 

 併せまして、各地区区長様、消防団、建設業協力会の皆様方、また、地区の住民

の皆様方を中心に、迅速にそれぞれの地区の復旧・復興にも力を入れていただいた

ところでありまして、おかげさまで迅速に対応ができたというふうに思っておりま

す。 

 また、町議会におかれましてもいち早く現地視察を行っていただきました。地震

災害復旧予算につきましても、５月の臨時会、６月の定例会、９月、１２月の定例

会におきまして、それぞれの予算をご承認をいただき、迅速に執行をさせていただ

きました。本当にありがたく思っております。 

 被災家屋の解体の状況につきましては、現在５０％の進捗率でありまして、ま
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た、まだあと半数の家屋が被災、解体ができずにいるところであります。また、国

直轄事業であります和鹿島海岸堤防の整備、これも年度が明けましてからの整備に

なるというふうに聞いております。復旧・復興は道半ばであります。これからも職

員と共にしっかりと対応してまいりたいというふうに思っております。 

 一方、遅延しておりました宇城氷川スマートインターチェンジ、アクセス道路も

昨年の３月に全線開通をいたしました。現在、町内外の多くの皆様方にご利用をい

ただいているところであります。スマートインターチェンジの通過利用実績といた

しましては、昨年の１１月、月に５万２,２６６台が乗り降りをいたしておりま

す。１日平均にしますと１,７４２台ということでございます。１２月は５万７,６

０３台、１日平均１,８５８台が乗り降り、通過をしております。いわゆるインタ

ーの利用でございます。そのほか、アクセス道路の利用も相当多ございまして、イ

ンターチェンジ利用以外の利用も多く利用されておりまして、本当に役立っている

のかなあというふうに思っております。 

 ネクスコ西日本が当初試算をしておりました。１日平均１,２００台、これがい

わゆる費用対効果のＢ／Ｃでございましたが、１,２００台をはるかに上回る実績

があがっておりまして、本当に役立っているんだなということを実感をいたしてお

ります。このことは将来の氷川町の発展にとりまして、大きく役立つものというふ

うに思っております。 

 長年の懸案でありました大野交差点の改良につきましても、県の事業で今、進ん

でいるところであります。また、島崎川に架かります国道３号の暗渠の改修につき

ましても、国のほうで事業を行っていただきまして、既に工事が完了いたしまし

た。今後は上流部を氷川町が、下流部を熊本県が改修をすることとなっておりま

す。改修が済みますと、これまであの地区で溢水をいたしておりました、大雨の被

害もなくなるものというふうに期待を寄せているところであります。それぞれ合併

前からの大きな課題でございましたが、また一つ課題が解決できたものというふう

に思っております。 

また、平成２８年第５５回農林水産祭におきまして、早川猛・克美夫妻が、蚕糸

地域特産部門で、最高賞であります天皇杯を受賞をされました。氷川町の農家が天

皇杯を受賞されたということは、ご本人はもちろんのこと、農業立町を標語します

氷川町にとりましても大変名誉なことでありまして、これからのい草の栽培、及び

農業経営に希望を与える受賞であったというふうに思っております。 

さて、平成２８年度につきましては、ふるさとの未来をひらく挑戦の年と位置づ

け、五つのまちづくり戦略を掲げ、議会の皆様方と協力をし、町民の皆様方ととも

に活力あるまちづくりを進めてまいりました。その結果につきましてご報告を申し
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上げます。 

まず、１点目であります。活力のある産業の振興でございます。農業振興の分野

では、県南フードバレー構想との連携を図り、各種生産組織及び営農組織を中心と

した組織型農業を推進をし、足腰の強い健全な農業経営を目指して支援をいたしま

した。農地集積加速化事業では、既に法人化をしました野津南、アグリ吉野に続

き、去る２月２７日にアグリ鹿島が農事組合法人として設立をされました。今後

は、農機具の共同利用によるコスト削減、生産性の向上や耕作放棄地の解消が図ら

れるものと期待を寄せております。 

また、南鹿野地区におきましても、ただいま合意形成を図っているところであり

ます。 

 い業機械再生支援事業では、３４件の農家の皆様方が取り組まれました。ハーベ

スタの修繕、あるいは織機のオーバーホール等によりまして、品質の向上と生産機

械の長寿命化が図られたところであります。 

新規就農総合支援事業には、本年度新たに５戸の農家が取り組まれました。現在

１９名の個人と３組のご夫婦の皆様へ、青年就農給付金を交付をし、後継者育成の

支援を行っております。 

攻めの園芸生産対策事業では、イチゴパッケージセンターにおいてイチゴパック

包装機及び包装ライン、イチゴハウスの自動換気施設及び梨園の強化棚の導入を図

ったところであります。 

鳥獣被害防止対策総合支援事業では、捕獲隊を編成をし、有害鳥獣の駆除、併せ

まして、電気柵等の設置を行いました。 

氷川町農業元気づくり支援事業では、イチゴの品質向上対策事業といたしまし

て、クロハナマルバチの導入、あるいは、牛の異常産予防ワクチンの補助、露地野

菜病害虫対策、葉たばこの連作障害対策、柑橘マルチ資材補助、吉野梨新品種導入

等々の事業を推進をしたところであります。 

５年目を迎えました低所得安定対策事業におきましては、５９３件の農家が取り

組まれております。交付金額といたしまして、５億４,８６５万円を見込んでいる

ところであります。次代の農業を担う経営感覚に優れた経営体の育成を図るため、

担い手確保、経営強化支援事業に取り組んでおります。本年度は、３経営体、総事

業費２億１,６５４万円の事業を実施をいたしました。農業用施設、それの整備、

並び農業用機械設備等の更新・拡充が図られたところであります。 

また、熊本地震被災施設の支援対策といたしまして創設をされました、被災農家

向け強い農業づくり補助金についても、現在取り組みを進めているところでありま

す。 
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 畳の需要拡大推進事業につきましては、畳表の張り替え補助も順調に活用があっ

ております。当初予定をいたしておりました１,０００枚に達する見込みでありま

して、当初の予定どおり相応の効果をあげております。 

花嫁対策事業につきましては、本年度から農業後継者に限らず、すべての業種の

後継者を対象として、「氷川で婚活」をキャッチフレーズに２回のイベントを開催

をいたしました。良い出会いがあったものというふうに期待を寄せているところで

あります。 

水産基盤整備交付金事業におきましては、アサリ・ハマグリ、稚貝の放流及び漁

場の耕運を行ったところであります。 

農業基盤整備事業におきましては、島地地区の排水路の改修が完了いたしまし

た。客土事業７.３ヘクタール、暗渠排水事業４５ヘクタール、区画拡大６.７ヘク

タールが完了し、多面的機能支払交付金事業は、１７地区で取り組みを進められて

おります。 

また、氷川大堰及び各排水機場の管理運営につきましては、氷川土地改良区と連

携をして実施をしているところでございます。 

竜北地区の排水対策につきましては、県営湛水防除事業として着手をされており

ます。１号導水路の約７０メートルが本年度整備をされます。今後計画的にこの事

業を進めているところであります。竜北地区の地籍調査事業も年度計画に基づき、

大野地区の測量業務が終了し、登記の段階を迎えておりましたが、熊本地震の影響

によりまして、基準点の変動がないか現在調査中であります。結果次第では再度測

量業務を実施しなければならないというふうに思っております。 

商工業振興の分野におきましては、新規事業としまして創設をいたしました、創

業支援事業所等整備促進事業におきまして、件数で７件、補助金額で３２２万５,

０００円の活用があっております。店舗のリフォーム及び機械器具の更新が行わ

れ、既存の商工業者の経営支援につながっているというふうに考えております。 

同じく新規事業として取り組みました、若手後継者等育成特別推進事業におきま

しては、集団で、あるいは個人の個別での経営計画書の作成等の相談を行っており

ます。経営革新指導を実施をし、経営力の向上に向けた支援ができたというふうに

考えております。 

住宅リフォーム促進事業につきましても活用をいただいておりまして、年度末ま

での見込みで、件数で３５件、補助金額で６４１万２,０００円、実工事費では４,

７２６万２,０００円の実績を見込んでおります。また、熊本地震被災者支援とい

たしまして、町単独で事業を創設をいたしました、一部損壊家屋の修繕事業につき

ましても活用をいただいております。現在件数で１８１件、補助金額にいたしまし
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て、２,８９５万６,０００円、実工事費では、２億１,６１９万８,０００円の実績

となっております。被災者の支援を行うとともに、相応の費用対効果があっている

ものというふうに考えておりまして、それぞれのリフォーム事業、町内の中小建設

業、並びに商工業の支援と振興につながったものというふうに感じております。 

販売戦略商工会補助事業といたしまして位置づけましたネット販売販路拡大事

業、地域資源活用特産品開発販路拡大事業、経営革新等特別推進事業を商工会、町

商工会へ委託をし、実施をしているところであります。雇用の確保、商工会活動の

支援等、商工業者の経営革新が図られているものというふうに思っております。プ

レミア付き商品券につきましても、町の補助金を増額をいたしまして、販売枚数を

増やして実施をいたしました。町内における購買意欲の向上につながったものとい

うふうに思います。 

立神峡公園のログハウスの改修を行い、施設の長寿命化を図りました。立神峡公

園、まちつくり酒屋、秋山幸二ギャラリー、竜北公園等につきましては、氷川ツー

リズム事業の資源として活用いただいております。また、梨マラソン大会並びに道

の駅ウオーキング大会等々、それぞれのイベント事業につきましても盛会に開催す

ることができました。 

２点目といたしまして、安心して暮らせる福祉のまちづくりであります。疾病の

早期発見、早期治療を促進をし、町民の皆様方の健康増進と医療費の抑制を図るた

め、４０歳、５０歳及び６０歳を対象にしました、人間ドック受診費用の助成を行

っております。４０歳から６０歳までの５歳刻みの皆様方を対象に、大腸がん及び

乳がん検診、あるいは２０歳から４０歳まで５歳刻みの助成をいたしました、女性

の皆様方への子宮がん検診等無料クーポン券を発行しております。働く世代のがん

検診の推進につながったものというふうに思っております。 

少子化及び定住促進対策として実施をいたしております中学３年生までの医療費

の無料化、インフルエンザ予防接種についても、子育て世代の負担軽減につながっ

ているものというふうに感じております。すこやか赤ちゃん出産祝金支給事業につ

きましても、継続分を含めまして７７件の申請があり、出生率アップへの動機づけ

につながっているものというふうに感じております。 

高齢者対策といたしましては、総合事業訪問リハビリテーション事業に取り組

み、要介護認定において要支援とならない、ボーダーラインにある方々への訪問に

よるリハビリテーション事業推進をしているところであります。 

いきいきサロン事業につきましても町内全地区での実施を目指しております。本

年度新たに１地区で取り組みが始まりまして、現在３３地区でこの取り組みが行わ

れているところであります。ぜひこのことにつきましては、全地区で推進をしてい
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ただけるよう、これからもしっかりとご支援をしてまいりたいというふうに考えて

おります。 

食の自立支援事業におきましては、調理が困難なひとり暮らし、あるいは高齢者

世帯への昼食、夕食につきまして、年間延べ３万３,７００食の配食サービスを提

供しているところであります。 

高齢者住宅改造助成事業におきましては、ご利用がございませんでした。障害者

住宅改造助成事業につきましては、１件の実績があっております。なお、高齢化は

年々進行すると思われますので、認知症対策をはじめ、高齢者の皆様方がいきいき

と暮らせる環境づくりを、町社会福祉協議会と連携を図り、地域を地域で支える福

祉の環境づくりを推進しているところでございます。 

災害時要支援支援対策事業につきましては、熊本地震の教訓を踏まえ、自主防災

組織や民生児童委員の皆様方の協力を得て、要援護者の状況把握及び台帳をさらに

整備を行い、関係者及び関係機関において情報を共有し、有事に行動できる体制を

さらに充実をさせていかなければならないというふうに感じております。 

３点目といたしまして、人を育む教育の振興であります。昨年３月末までに各学

校施設の耐震補強大規模改修工事が完了しておりました。おかげさまで熊本地震に

おける学校施設への被害も軽微な損傷で済んでおります。授業への影響が少なかっ

たことを幸いに感じているところであります。計画的に導入をいたしておりますＩ

ＣＴ機器電子黒板、タブレット等につきましても順調に導入を行っております。ま

たＩＣＴ支援員を配置をし、学習の支援を行っておりまして、２年目を迎えており

ますけれども、今、学校の教育の現場で大いに活用をいただいているところであり

ます。 

また、県費の教職員といたしまして、指導主事をそれぞれの学校教育課、教育委

員会のほうに配置をいただいておりまして、教職員の授業力向上及び学級支援、生

徒指導等への指導助言を行うとともに、本町の教育の特色でありますコミュニティ

スクールの取り組みを推進することができたというふうに思っております。このコ

ミュニティスクールの取り組みによりまして、氷川中学校が本年度文部科学大臣の

表彰を受けたところでありまして、これまでのそれぞれの努力が評価されたものと

いうふうに思っております。今、五つの小中学校でこの取り組みが行われておりま

して、このことはそれぞれの学校の特色を生かした取り組みを、これからも進めて

まいりたいというふうに思っております。 

要支援児童、生徒教育支援事業及び学校支援地域本部事業にも取り組みを行って

おります。教育現場への直接的支援を行うことにより、就学環境の充実につながっ

ているものというふうに思っております。幼児期における質の高い保育教育の支援
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を目指して策定をいたしました、氷川町子ども子育て支援事業計画、第１期及び新

次世代育成支援対策行動計画前期に基づきまして、それぞれ各種事業を推進をして

いるところであります。 

八火図書館につきましては、学校図書館との連携を図りながら、積極的に図書活

動を実施をいたしております。新しい施設になりまして、利用も増えているという

ふうに聞いておりまして、本当にありがたく思っておりますし、これからもしっか

りと活用していただきたいなというふうに思っております。併せまして、竜北資料

館のほうにも図書館を併設をいたしております。それぞれ八火図書館との連携を図

りながら、地域の町民の皆様方が、使いやすい環境を整えていきたいなというふう

に考えているところであります。 

国指定史跡でありますの野津古墳及び大野窟古墳の保存管理と活用につきまし

て、現在、検討委員会を組織し、研究協議を重ねているところであります。総合型

地域スポーツクラブ、氷川スポーツクラブにつきましても、体育協会との連携を図

りつつ、さまざまな活動を展開されております。社会体育及び文化活動の振興に寄

与しているものというふうに感じております。 

なお、小学校部活動の社会体育移行につきましては、平成３０年度の完全実施に

向けまして、今現在、町の基本方針を示して、それぞれの保護者の皆様方、学校の

皆様方、併せまして協議を重ねているところでございます。 

４点目といたしまして、安全で快適な生活環境づくりであります。生ごみの減量

及び堆肥化による有効促進を図るための、電気式生ごみ処理機の購入助成を実施し

ております。しかしながら本年度は導入が１件もございませんでした。この生ごみ

の減量につきましては、今後も取り組みを進めていかなければなりません。そうい

った意味では、この事業もさらに進めてまいりたいというふうに思っております。

なお、学校共同調理場ほか公共施設の調理場への業務用の生ごみ処理機につきまし

ても、本年度予算化をしていただきました。既に納入業者が決まってるというふう

に思っておりまして、近々導入されるものというふうに思っております。 

住宅用新エネルギー等導入促進事業につきましては、太陽熱利用施設で３件の導

入が図られております。継続事業として、海洋環境保全に資するとともに、河川環

境保全への意識の醸成を目的に、竜北漁協と、あるいは学校施設等、各学校と連携

をいたしまして、海岸漂着物漂流海底ごみ回収処理事業を行っております。本年度

も先日、漁協の皆様方と、それから鹿島の浄立寺保育園の皆様方と保護者の皆様方

一緒になりまして、ごみの回収を行わせていただきました。 

八代市が建設を予定しております。既に建設中でありますが、新たな環境センタ

ーでの広域処理につきましては、現在、氷川町、八代市、八代生活環境事務組合三
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者による協議が進められております。来年の４月の供用開始に向けまして、規約の

変更等々の手続きが必要となります。いよいよ革新の今議論を進めているところで

ありまして、広域処理を目指した協議が整えばなというふうに感じておりまして、

今その協議をさらに進めているところでございます。 

防災防犯対策といたしましては、昨年度におきまして氷川町地域防災計画の全面

改定を行ったところであります。しかしながら、熊本地震の教訓を踏まえまして、

さらなる見直しを実施いたしております。併せまして、１４地区におきまして地区

別での防災計画を策定しております。年度末までには１４地区で地区別の防災計画

が策定されるというふうに思っております。このことは３９地区すべての地区でこ

の計画を策定したいというふうに思っておりまして、来年度さらに再来年度３年計

画で進めていく予定でございます。 

防災行政無線のデジタル化に向けました実施設計を策定いたしております。今後

その整備につきましては、計画的に整備を進めていきたいというふうに考えており

ます。 

八代広域行政事務組合消防分署建設基本計画に基づきまして、鏡消防署氷川分署

の建設に向け、本年度は造成工事を行いました。来年度が建設であります。平成３

０年４月の供用開始に向けまして、これにつきましてもしっかりと実施を進めてい

きたいというふうに思っております。 

また、生活安全推進室の機能を生かしまして、雇用相談あるいは多重債務相談の

拡充をはじめ、各地区の自主防災組織の活動、氷川地区少年警察ボランティア協議

会、消防団、ＰＴＡ、老人クラブ、民生委員の皆様方との防犯ボランティア活動に

よりまして、地域の防犯体制もさらに充実を図られているところでありまして、本

当にありがたく思っております。 

公営住宅等を長寿命化計画に基づきまして、桜ヶ丘団地３棟の改修工事を実施を

いたしました。また、町内の住宅建設物の安全性の確保と耐震性の向上を図るた

め、住宅、建物、耐震改修促進計画に基づき、個別住宅の耐震改修診断事業及びア

スベスト調査分析事業に取り組みましたけれども、活用がございませんでした。こ

の事業につきましては今後も続けてまいりますので、それぞれご活用いただければ

なというふうに思っております。 

下水道事業につきましても、整備率が計画面積の９６％まで達成をできたところ

であります。竜北地区の下水道につきましては、来年度ですべての面整備が終わる

ということでございまして、今後も計画的に進めていかなければならないというふ

うに感じております。 

集落内の道路、排水路整備につきましても、各区長様方のご協力を得ながら、地
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区要望と氷川町道路整備基本計画との整合性を図りながら、優先順位をつけて整備

を進めているところであります。また、広域アクセスのための幹線道路の整備及び

生活幹線道路ネットワークを確立をし、町民生活における交通環境の改善及び産業

の振興、救急医療や弱者支援に寄与する道路の整備につきましても、社会資本整備

総合交付金を活用いたしましてこれからも整備を進めてまいりたいというふうに思

っております。 

最後に、住民自治を支える行政運営の推進であります。住民の皆様との協働によ

るまちづくりを進めるため、町政懇談会を５カ所で実施をいたしました。これまで

の町政懇談会のあり方を少し変えまして、５カ所で実施したところであります。合

併後の町政の運営及び地域の課題等につきまして、貴重なご意見を拝聴することが

できました。 

国が進めております地方創生関連では、氷川町版人口ビジョンと総合戦略に基づ

き、一次産業の復活、ベッドタウンとしての環境整備、学舎として学生が訪れる氷

川町の三つの重点項目と、地域産業の交流をはじめ、子育て支援や安全・安心な生

活環境など、四つの基本目標を掲げ、持続可能なまち氷川町の実現を目指して取り

組みを始めたところであります。本年度は、地方創生加速化交付金を活用いたしま

して、氷川移住定住促進プログラム事業を実施をいたしております。地域リーダー

育成塾の開校、大学との連携、ＰＲ動画、パンフレットの作成及び大都市圏での移

住・定住イベントに参加をいたしました。行政情報の提供にも努めているところで

あります。町長の交際費の公開、町広報誌や町ホームページによりまして、町の例

規集、あるいは身近な情報の発信を行っているところでございます。 

大空町との交流事業におきましては、昨年９月の梨マラソン大会に大空町から、

また、１０月のふきおろしマラソンに氷川町から相互に参加をし、交流を深めてと

ころであります。同じく昨年８月、本町の中学２年生を大空町へ派遣をいたしまし

た。また、本年１月には、大空町の中学生が本町を訪れまして、さまざまな体験と

ともに、両町の子どもたちの交流を通して、友好の絆を深めてくれたものというふ

うに感じております。 

２年目を迎えました氷川町未来まちづくり政策研究会では地域連携協定を結んで

おります同志社大学をはじめ宮崎大学、その他大学との連携を通じまし、調査研究

並びに政策提言が行われております。これからもさまざまなテーマで研究、調査を

進めていただきたいというふうに思っております。 

以上、熊本地震被災者の皆様方への対応を図りつつ、また復旧復興事業に取り組

みつつ、五つのまちづくり戦略を掲げたそれぞれの取り組みにつきましても、事業

実施してきたところでございます。最善を尽くしてまいりましたが、結果の出たと
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ころ、まだまだのところ多数あるというふうに思っております。そういったところ

はしっかりとそのことを反省をしつつ、これからの事業の推進につなげてまいりた

いというふうに思っております。いずれにいたしましても議員の皆様方、また町民

の皆様方、関係機関それぞれのご協力のもとに、一定程度の成果が得られたこの１

年であったというふうに総括をいたしております。 

 以上、平成２８年度を振り返りましての行政報告とさせていただきます。 

○議長（片山裕治君） これで行政報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 道路交通法違反に伴う事実確認を求める特別調査委員会報告の件 

○議長（片山裕治君） 日程第５、道路交通法違反に伴う事実確認を求める特別調査委

員会報告の件を議題とします。 

 本件について、委員長の報告を求めます。 

 三浦委員長。 

○特別調査委員会委員長（三浦賢治君） 皆さんおはようございます。道路交通法違反

に伴う事実確認を求める特別調査委員会報告書。 

 １、調査の目的、平成２８年８月５日、永田義昭議員、江嵜悟議員、松田達之議

員、清田一敏議員４名が八代市で飲酒し、運転手を含め計５名が八代市から氷川町

まで道路交通法違反の定員オーバーで乗車している道路交通法の第５７条、乗車ま

たは積載制限等の違反の罰則は、６カ月以下の懲役または１０万円以下の罰金とな

っている。この違反行為のために議会が紛糾し、行政の事務遂行に弊害が出ること

を懸念し、事実を解明するためであります。 

特別調査委員会の設置、設置決議、平成２８年１２月５日、第５回定例会、委員

の定数７名、委員会の開催、第１回委員会、平成２９年１月１１日水曜日、調査の

結果、平成２９年１月１１日に議長招集により、道路交通法違反に伴う事実確認を

求める特別調査委員会を開催し、委員長に三浦賢治議員、副委員長に上田俊孝委員

を互選し、調査事項について協議した結果、氷川警察署は、違反者に対して対応は

どうだったのか。運転手の処罰はあるのか。議員４名は同乗を認め、議会で謝罪し

ている。議長と委員長で協議したらどうか。審議が継続に対して反省していること

を考慮し、終了したらどうかとの意見が出た。最終的に調査を継続してもこれ以上

事実確認は至らないと委員長が決定した。道路交通法違反に伴う事実確認を求める

特別調査委員会の報告といたします。 

○議長（片山裕治君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（片山裕治君） 質疑なしと認めます。 
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 これで質疑を終わります。これをもって報告済みといたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 一般質問 

○議長（片山裕治君） 日程第６、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。なお、発言者において項目ごとに質問が終わるときは、

その旨を申し出てください。 

 １番、河口涼一の発言を許します。 

○１番（河口涼一君） おはようございます。１番議員の河口です。 

 通告に従いまして１点質問をいたします。質問のテーマは、学校給食の無償化に

ついて。この質問の要旨、細目としまして２点、アとしまして、現状の供給体制は

どうなっていますか。イ、無償化や一部の補助は可能でしょうか。 

 質問の背景を説明いたします。 

 現在、公立小学校・中学校の給食を無償で提供している自治体が、全国で少なく

とも５５市町村あり、さらに今春ですね、４月から二つの市と町がスタート予定し

ています。この目的といいますか、私はこれが私の結論なんですが、まず、家計の

負担の軽減、そして子育ての支援、負担軽減と子育ての支援を併せまして少子化対

策、これがさらには定住化につながるものと思います。 

 早速現れました効果として、これは当たり前のことなんですが、実施をされた自

治体におきましては、給食費の滞納や未納のトラブルがなくなっております。そし

てこれも当たり前ですが、給食費の徴収の事務がなくなるということで、事務の合

理化ができたところであります。 

 そもそも憲法の第２６条で、義務教育は無償化とされております。ところが、学

校給食法第１１条において、調理の施設や人件費は自治体などの学校設置者が負担

し、食材費については保護者が負担するというふうに定めておりますが、同時に当

時の事務次官の通達によりまして、自治体などが食材費を負担をすることは禁じな

いとしております。つまり無償化をしても問題はないという見解であります。 

 本氷川町におきましては、藤本町長のご英断がありまして、昨年度から出産祝い

金の制定もされておりますし、中学校までの医療費の無料化、そして本日たくさん

傍聴にお目見えですが、民生委員さんたちのおかげもありまして、いろんな子育て

に対する支援策が充実をしております。町民全体で子育てを支えていく、子どもた

ちを支えていくという気運が大変盛り上がっているところだと、私自身を思ってお

ります。 

 現在の教育課程におきましては、子育て時期におきましては、制服や学用品、そ

れから、小さいうちから習いごともたくさんされてるということで、多額のお金が
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必要だろうというふうに思いますが、ぜひ無料化や補助の充実によりまして、子育

てがしやすい環境を、重複しますが、町民全体で支えていくという気運をさらに高

めていくことになれば、理想だというふうに考えております。 

 それでは質問席に移ります。 

○議長（片山裕治君） 河口涼一君の質問事項、学校給食の無料化についてのアからイ

までの答弁を求めます。 

 学校教育課長、稲田和也君。 

○学校教育課長（稲田和也君） 小・中学校給食費の無償化について。 

 ア、現状の供給体制はどうなっていますか、についてまずお答えします。 

 現在の給食供給体制は、竜北西部小学校、竜北東小学校、竜北中学校の３校が共

同調理場で、宮原小学校、中学校組合立の氷川中学校が、それぞれ単独調理場とな

っております。 

 イの無償化や一部補助は可能でしょうかについてお答えします。 

 議員が先ほどおしゃたとおり、学校給食法では、給食施設及び設備に関する経費

や従事する職員の人件費は町が負担し、それ以外の経費、つまり、給食の食材費は

保護者のほうが負担することになっております。現在１食当たりの給食費は、県平

均が小学校で２４７円、中学校が２８６円、町のほうですが、小学校が２２８円、

中学校２６２円でありまして、県内でもかなり低い１食単価となっております。年

額としまして、小学校で約４万４,０００円、中学校で約５万６００円となってお

ります。 

 県内の給食費無償化ですが、現在の現時点では、水上村と山江村とで一部の実施

にとどまっております。町立小中学校４校では、児童生徒８１１名分、全体で３,

６９０万円、半額補助でも約１,８４５万円の財源が必要となります。 

 無償化の意義につきましては、議員がおっしゃられたとおり、子育て支援や少子

化対策などでの理解はできますが、町財政への負担が大きいことを考慮しますと、

完全無償化等は難しいものと思われます。また、経済的理由による準要保護児童生

徒の保護者に対しましては、就学援助制度による給食費負担分の給付がなされてい

ます。 

 現在は、町産品の促進から、米価差額補助金としまして、３６万円ほどの給食費

の一部を助成を行っております。地元の給食食材の地産地消の促進の面からの支援

を、今後検討していきたいと思いますので、ぜひ御理解をお願いしたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（片山裕治君） 河口涼一君。 
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○１番（河口涼一君） ただいま説明がございましたが、町内小・中学校５校ありまし

て、その中で三通りの供給方法があるということでしたですね。それぞれこの三通

りの中でも給食費が違うというふうに聞いておりますが、それぞれ幾らになってお

りますでしょうか。 

○議長（片山裕治君） 学校教育課長、稲田和也君。 

○学校教育課長（稲田和也君） 給食費ですが、共同調理場で供給してます給食費につ

きましては、小学校が月額４,０００円、中学校が月額４,３００円となっておりま

す。そして、氷川中学校につきましても月額４,３００円、それと宮原小学校が月

額３,９００円の給食費となります。 

 失礼しました訂正いたします。中学校につきましては、竜北中、氷川中とも４,

６００円の月額になります。 

 以上です。 

○議長（片山裕治君） 河口涼一君。 

○１番（河口涼一君） ただいまの金額を教えていただいたところですが、合併をして

１２年に目に入っております。これが合併当初、まだ１年２年３年ということでし

たら、こういう供給体制があってもやむを得ないものかなとは思いますが、合併以

来この体制をずっと続けているということに対して、何か特別な理由とか、メリッ

トとかありましたら教えてください。 

○議長（片山裕治君） 学校教育課長、稲田和也君。 

○学校教育課長（稲田和也君） 給食費の単価ですが、確かに宮原小学校につきまして

は、３,９００円月額ということで、西部小、東小につきましてよりも１００円安

くはなっております。宮原小にその１００円、どうやって工夫されてるかというこ

とでちょっとお尋ねいたしました。週２回パン食を提供いたしておりまして、商店

からの購入ではなく、たまに手作りパンあたりを作りまして供給している。そうい

ったことで、食材に対しまして、そういった工夫をしながら単価を抑えていますと

いうことであります。 

 今年１年、全般的に振り返りまして、かなり異常気象とかありまして、野菜とか

かなり高騰をいたしておりますなか、その給食費運営自体が厳しい状況でもありま

す。食材費高騰をあたりで、一応来年、平成２９年度にその５校のを合わせまし

て、給食検討委員会のほうで１年かけて協議いたしまして、平成３０年度からどう

するのか、当然そのときは小・中学校、同じ町内の小・中学校ですので、単価あた

りも足並みをそろえながら進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（片山裕治君） 河口涼一君。 
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○１番（河口涼一君） 今後は慎重に検討されるというふうにお答えになっただろうと

思いますが、町内に小・中学校５校あって、三通りの供給方法があって単価も違う

と。義務教育で、そして町立の学校にあって、この差をこのまま続けていくという

ことは、非常に公平感が損なわれるというふうに思いますので、ぜひここはです

ね、先ほどメリットについてよくわかりませんでしたが、この三通りの体制を続け

ていくことで、どうしてもここだけは譲れないというようなメリットという点があ

りましたら、それをさらに協議を深めて、その共同体制の中に生かしていただけれ

ばいいというふうに、私は単純に思うわけですが、この氷川町というのは決して広

い範囲にですね、面積が広いわけではありませんので、どこかに拠点を設けられて

そして配送の充実といいますか、そこまで徹底をされますことで、いろんな先ほど

給食の徴収事務ということを申し上げましたが、さらなる事務の合理化とか可能じ

ゃないかというふうに思います。 

 そして、全体で３,７００万円ほどの費用が必要で、無理じゃないかというお答

えだったかとは思うんですが、小・中学校合わせて９学年ですか、８００人少しの

児童生徒さんのようですが、ということは、これから毎年新入生として新小学校１

年生で入ってこられる児童というのは、もう１００名を割ってくるということです

ね。これが今後増加をするということは、なかなか考えられない不可能なことかと

いうふうに私は思うんですが、３,７００万円というのが無理な金額かといいます

と、町の総予算からすると０.数パーセントじゃないですか、０.４％とか０.５％

とか。 

 質問の冒頭に５５市町村あって、あるというふうに申し上げましたが、主に人口

規模が１万人前後のところが多いですね。県内は水上村と山江村ですが、決して総

予算がたくさんの予算を組めるという自治体じゃないと思うんですが、その中でも

知恵を絞られて、そして子育てを支えていく、子どもは地域の宝なんだということ

で先進的な取り組みをされております。これまで申し上げましたことと重複をして

しまいますが、町民全体で子どもたちを支えていくんだと、そういうことで出産祝

金からスタートをして、医療費の無料化や数々の子育ての支援策を充実させる。本

町にあっては、この給食費をぜひ慎重に審議をしていただいて、実施に移していた

だくことを念願をいたします。 

 あと教育長、町長、それぞれご所見をいただけますでしょうか。 

○議長（片山裕治君） 教育長、太田篤洋君。 

○教育長（太田篤洋君） お答えをしたいというふうに思います。 

 ただいまの家庭の経済的負担、それから子育て支援対策として、学校給食費の無

償化や一部補助は可能かという質問のご趣旨であったというふうに思います。ただ
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いまお話の中に、町民全体で子育て支援をというようなお話がありました。将来の

町を担う子どもたちの支援をさまざまな形で行うということは、本当に意義深いこ

とであると、そのように思います。 

 現在、教育委員会としましても、経済的理由により就学が困難と認められるご家

庭に対しましては、町の就学援助制度によりまして、中学校組合の中学校のほうも

含めまして、約１１％の児童・生徒に対して、学校給食費の給付を行っているとこ

ろです。 

 ただ、ご質問の学校給食費の無償化や一部補助につきましては、町財政の状況等

を踏まえますと、やはり多額の財源を要し、難しいのかなというようなところを考

えているところです。しかしながら、ただいまお話がありましたように、保護者負

担の軽減のために、できうる限り学校給食に係る食材の地産地消の観点からも、今

後さらに検討を加えてまいりたいというふうに考えております。 

 ご理解ください、よろしくお願いいたします。 

○議長（片山裕治君） 町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 所感をということでございましたので、少し述べさせていただ

きたいと思います。 

 基本的な考え方につきましては、ただいま課長、それから教育長が申し上げたと

おりでございます。そのうえでこの学校給食につきましては、合併の協議の中でも

いろんな議論が行われております。学校ですね、今それぞれの学校、自校方式と共

同調理場方式があるわけでございますが、共同調理場方式を目指すというような行

革での計画目標もあったわけでございますが、そのことにつきましては途中で議論

をされております。されておりますが結論が出ておりません。当分の間は今のまま

の形でいこうと、これは町営の町立の保育所の経営につきましても同様でございま

すが、民営化を目指すというような明記もございましたが、当分の間は今のままで

いこうじゃないかということで今、当分の間は１２年過ぎてきたということでござ

います。 

 したがいまして、その無償化の議論をします前に、この学校給食の提供するその

ものをどういった方式でやるのかというのを、まずは決めていかなければなりませ

ん。そのことをしっかりと決めたうえで、そのうえで応分の助成が必要であるの

か、あるいは補助が、無償化が有意義であるのか、等々の議論に入っていくべきだ

ろうというふうに思っておりますし、給食費そのものもまだ今、差異があるわけで

ございまして、そういったところをまずは整理する必要があるのかなというふうに

思っております。今後の大きな検討の課題であろうということで認識をいたしてお

ります。 
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○議長（片山裕治君） 河口涼一君。 

○１番（河口涼一君） 今、町長、教育長からもご回答がありましたが、さらなる審議

を深めていただきまして、ぜひとも氷川町で出産をして、氷川町で教育を受けて、

そして、将来的にはまた都会の学校に進みましても氷川町に帰ってきたいと、そう

いうまちづくりを進めていただきたいというふうに思います。 

 以上で終わります。 

○議長（片山裕治君） 以上で河口涼一君の一般質問を終わります。 

 しばらく休憩をとります。１１時１０分から開会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０２分 

再開 午前１１時１１分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（片山裕治君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 次に３番、長尾憲二郎君の発言を許します。 

○３番（長尾憲二郎君） ３番議員の長尾です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 通告どおり質問いたします。 

 まず、昨年の４月に発生しました熊本地震から１年余りになりますが、復興・復

旧も進んでおります。被害に遭われました皆様には、改めましてお見舞い申し上げ

ます。 

 さて今回私の質問は、学校施設における教室の空調化に関しまして質問いたしま

す。過去９年の夏場の６月から９月までの気温を、気象庁の気温データを調べてみ

ますと、温度が３０度を超しました猛暑日が６月が５日間、７月が２７日間、８月

が２９日間、そして９月は２０日と、特に７・８・９は２０日以上の猛暑日が続い

ています。近年の７月の最高気温が３６度、約３７度でした。８月が最高気温が３

６.３度９月が３３.５度ということでありました。 

 特に近年では、異常気象ということで言われております。３０度以上が多くなり、

体感的にも特に暑くなってきてると誰しも感じてる思いだと思います。データから

見ましても教室の温度は、窓を開けていても３５度から３６度以上に達していると

想像するところであります。数年前に各教室に扇風機を設置していただきましたが、

扇風機では教室の温度を下げることには至りませんでした。もちろん勉強に集中で

きる環境ではないと思っております。決して扇風機が悪いというわけではありませ

んが、このような気象変動をかんがみて、文科省も２年前に一度調査した平成２６

年１月１日の調査では、全国の公立の小・中学校の普通教室と特別教室の保有数８

２万１,６９３室あります。そのうち空調設備を完備されている教室が２４万５,９
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３７室で、約３０％完備されています。前回の１９.８％から１１ポイント増えて

いる状況であります。１０年の調査では６.６％でしたけども、２６年度は約３０

％ですので約５倍になっています。 

 熊本県内に落としてみますと、小・中学校では、普通教室が２０.４％、特別教

室が２５.４％で、平均２３％です。全国平均の３０％からしても熊本県は低い状

況ではあります。文科省が教室の環境に係る学校環境衛生基準というものを平成２

２年に改定してます。学校環境衛生管理マニュアルでは、最も学習に望ましい温度

が、夏は２５度から２８度ということで言っております。 

 さて、氷川町では、過去２年前から小学校３校、中学校１校、組合町立学校１校、

パソコンやタブレットを使ったＩＣＴ教育も進んでいます。また電子黒板を導入し

て学力向上を図る中で、効率が上がってるということで聞いております。各学校の

関係者や保護者からも、エアコンの空調設備の設置を強い要望が出ています。 

 この夏季の夏場の冷房は、７月から９月ですが、８月は夏休みで、約２カ月間の

稼動となります。また、冬場は暖房で、１２月から２月まで、これは冬休みを含み

ますけども、約 3カ月の稼動率となります。 

 ここで教育課長にお尋ねします。各教室の空調設備、エアコンの設備を考えてい

ますかをお尋ねして席を移りたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（片山裕治君） 長尾憲二郎君の質問事項、氷川町立小・中学校の学校施設につ

いてのアの答弁を求めます。 

 学校教育課長、稲田和也君。 

○学校教育課長（稲田和也君） 質問事項、氷川町立小・中学校の学校施設について。 

 ア、教室の空調設備、エアコンの設置を考えていますかについてお答えします。 

 夏の暑さ対策としまして、学校での児童生徒の健康管理や良好な学習環境を少し

でも整える目的としまして、平成２３年度に各小中学校の教室に、大型扇風機を４

台ずつ設置しまして活用していただいております。長尾議員さんのご提案のエアコ

ン設置に関しましては、暑さ対策の有効な方法の一つであることは認識をしており

ます。 

 しかしながら、町立小中学校４校の普通教室、特別教室合わせまして、約６８教

室へのエアコン設置には、多額の費用が必要となります。現在の国の補助制度、３

分の１を活用しても、概算で約９,１００万円の財源が必要となります。また、長

期的なランニングコストとしまして、年間約８１０万円の電気代が必要であり、大

きな課題でもあります。 

 教育施設の整備としましては、ＩＣＴ機器を平成２７年度から３年計画で電子黒
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板、タブレット等の整備を進めております。また、来年度、平成２９年度には、竜

北東小学校、竜北西部小学校の老朽化したプールの改修も予定しておりまして、児

童生徒の学力向上や、安心・安全に係る施設整備を優先的に、計画的な整備を進め

たいと考えております。このようなことから、エアコン設置につきましては、今後

の国庫補助金制度の動向、財政状況等を勘案しながら、教育環境の整備を進めるう

えで、今後検討してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（片山裕治君） 長尾憲二郎君。 

○３番（長尾憲二郎君） 再度教育課長にお尋ねしますが、それなりの数字を一応出し

ていただきましたけども、また詳細にちょっと教えていただきたいんですが、５点

あります。 

 氷川町の小・中学校の対象になる教室が６８個ということでしたけども、町立中

学校が含まれていないと思いますが、これを含めたときに何個になるのか。また、

全体的な試算をされたことがあるのか。それとランニングコストが、詳細にもう少

し具体的に出していただければと思います。このような設備をされる場合に補助金

制度が一つだけなのか、ほかに何か使えるものがあるのか調査されたか、ちょっと

調べていただきたいというようなことでお尋ねしたいと思います。 

○議長（片山裕治君） 学校教育課長、稲田和也君。 

○学校教育課長（稲田和也君） 長尾議員さんの質問にまたお答えします。 

 対象となる学校の教室の数はいくつありますかということで、町立の４校の教室

につきましては、普通教室、特別教室合わせまして６８教室と、それと組合立の氷

川中学校がございます。こちらが合わせまして１５教室になります。 

 それと２点目ですが、全体の設備費用を試算されたことはありますかということ

ですが、町立小中学校４校で、１教室当たり２００万円を予定しております。６８

教室になりますと１億３,６００万円の設置費用をみております。 

 それとランニングコストですが、幾らぐらいかかりますかということで、電気代

になりますが、１教室当たり、夏の冷房と冬の暖房を合わせまして、１教室当たり

１２万円を予定しております。６８教室、４校分で年間８１６万円のランニングコ

ストが必要じゃないかと考えております。 

 それと３点目ですが、設置に対する補助制度はありますかということで、現在の

ところ文部科学省の学校施設環境改善交付金としまして、３分の１の補助がござい

ます。１億３,６００万円の３分の１ということでございますので、４,５００万円

ほどの補助になるかと思います。 

 以上です。 
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○議長（片山裕治君） 長尾憲二郎君。 

○３番（長尾憲二郎君） ご丁寧な調査結果並びに試算結果をご説明いただきましてあ

りがとうございます。そういった財政難のところでもありますが、今の異常気象を

かんがみましたところによりますと、やっぱり子どもたちの環境、それから健康・

安全、そういったものを十分に配慮していただきたいというふうに思います。 

 そういう多額の金を支出する中で、町として、教育長としてどのように考えてお

られますか、教育長にお尋ねします。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（片山裕治君） 教育長、太田篤洋君。 

○教育長（太田篤洋君） お答え申し上げます。本町の子どもたちの学習環境をご心配

をいただいてのご質問でありました。大変ありがたく思っております。 

 ご指摘のとおり、近年の厳しい暑さの中で、本町の子どもたちはしっかりと学習

に取り組んでいます。特に本町は授業時数を確保するため、もう一つは学力向上対

策もございまして、夏休みを５日間短縮して、８月の第４週には２学期をスタート

させています。 

 それから、お話がありましたように学校環境基準もありますし、学校環境衛生管

理マニュアルもお話しいただきましたが、そこには望ましい夏季の温度というのが

示されているところです。これらのことを踏まえますと、できる限りエアコンを設

置し、子どもの学習の場をより良い環境に整えていければと、そのように思うとこ

ろです。 

 ただ、情報化時代に生き抜く力を養うために、現在推進をして取り組んでおりま

すＩＣＴ教育の環境整備、それからプールの整備というものは、やはり優先的に取

り組まなければならない喫緊の課題ではあると、そのように認識をしております。

このような財政状況、あるいは国庫補助金制度を踏まえつつ、さらに今お話があり

ましたように、子どもたちの健康管理等をしっかりかんがみ、今後総合的に検討し

てまいりたいというふうに考えております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（片山裕治君） 長尾憲二郎君。 

○３番（長尾憲二郎君） ありがとうございました。今のご答弁の中で、工事するなら

順番があるよというお話でございます。確かプールに関しましては、老朽化し、非

常に危険な状態にもなってるという話も聞いております。ましてやＩＣＴに関しま

しては、子どもたちの学力向上が非常に図られたという話も聞いております。ぜひ

ぜひそれも進めていただいて、子どもたちの環境を完備しながら進めていただきた

いと思います。特に近年では、県内でも熊本市とか宇城市、それから人吉市、八代
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も何かやるような話も聞いておりました。そういった大都市、熊本県にしては大都

市の市も検討してる状況になってきておりますので、ぜひ氷川町もですね、学校施

設環境改善交付金というのが補助金であるようです。それと、これは全額の３分の

１の補助をしますよというようなことのようですが、ほかに合併特例債とか、そう

いったものを流用していただき、段階的にぜひ子どもたちのために、また、子ども

たちの学力向上させる改善のために、エアコンの設置をお願いして、私の質問を終

わらせていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議長（片山裕治君） 以上で長尾憲二郎君の一般質問を終わります。 

 次に、５番、江嵜悟君の発言を許します。 

○５番（江嵜 悟君） ５番議員の江嵜です。通告に従いまして一般質問をさせていた

だきます。 

 ここの場所では長く話すなと言われてますので、手短に質問要旨を話したいと思

います。氷川町の財政状況についてということで、震災による町税の減収見込額、

及び震災による町の想定負担額はどのようになるんでしょうか。また想定されてる

んでしょうかということ。その財源見通しというか、そのための対処方法、どうい

うふうにその財源を賄っていくんでしょうかという、この２点についてお伺いしま

す。 

 お手元にあります質問要旨の一番下にその他とありますが、これはちょっと通告

になじまないという指摘がありましたので、消していただきたいと思います。 

 以上、２点について質問します。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君の質問事項、氷川町の財政状況についてのアからイま

での答弁を求めます。 

 企画財政課長、森田寿也君。 

○企画財政課長（森田寿也君） それでは、江嵜議員からの質問事項でございます、氷

川町の財政状況についてということでございますが、企画財政課から代表いたしま

してお答えいたしたいと思います。 

 平成２８年度の熊本地震による減免措置の額につきましては、現時点で把握して

いる金額については、個人町民税、固定資産税合わせて２３３万円程度でございま

す。現在、税務課で申告を行っておりますので、申告が終わり次第、減収がどれく

らいなのかわかってくると思っております。 

 今回の新年度で予算計上しております町税につきましては、起債等の減免等を考

慮いたしまして、前年度より１,５４３万９,０００円の増額の見込みで、９億１,

６０４万２,０００円ほどでございます。 
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 震災関連の歳出の予算といたしましては、本年度災害等廃棄物処理事業や被災農

業者向け経営体育成支援事業など、２２億９,０００万円が計上となっております。

補助金や起債そして交付税など、国や県の手厚い支援措置、また、町に対する寄附

金などの町外の方々からの温かい支援によりまして、実質的な負担は９,５００万

円ほどになるものと見込んでおります。このうち額が大きなものといたしましては、

被災農業者向け経営体育成支援事業で、町単独補助金２億１,９００万円のうち６,

５００万円ほど町の実質負担となる試算でございます。 

 また、本会議で提案予定の平成２９年度当初予算案でも、２億４,０００万円を

計上いたしていますが、実質的な負担は１,０００万円を下回る見込みでございま

す。今後予算化が発生する経費など予測が難しい点もありますが、現時点では、総

額で１億１,０００万円から１億２,０００万円ほどが町の負担額となると考えてお

ります。その対処法といたしましては、町の負担額の財源といたしまして、財政調

整基金を充てて対応していきたいと考えております。 

 議員が質問要旨に掲げていらっしゃいます公共事業の見直し、赤字事業の廃止、

報酬等のカットにつきましては、現状を調査するとともに、精査を行い、見直しが

必要なものについては見直しを行ってまりたいと考えております。 

 税収増につきましては、先ほど申しました新年度予算で、町税については固定資

産税の増加により増額を見込んでおります。また、徴収率のアップ及び滞納整理を

図り、当町にみあった健全な財政運営を行ってまいりたいと考えております。議員

の皆様方のとご支援とご指導をお願いいたしたいと存じます。 

 これで答弁を終わらせていただきます。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） 質問に入ります前に、今回一般質問時間が、前回１０分から３

０分に長くしていただきました。１時間をお願いしていたんですけども、１０分で

もいいという議員さんが多くて、議会運営委員会で米村委員長の配慮により、３０

分一般質問をさせてもらえることになったことに感謝いたします。 

 そこで１０分がいいんじゃないかという意見を町長持っておられますか。一般質

問は１０分でいいんじゃないかという意見を、町長の考えはどうでしょうか。 

○議長（片山裕治君） 町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 一般質問の方法等につきましては議会で決められることでござ

いますので、私が物申すべきことではないと思っております。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） 通告にない質問してすみませんでした。 

 実は１０分でいいという考えを持っておられるんじゃないかなあというふうに、
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私が感じとる節がちょっとありましたので、お伺いしたところです。 

 さて、今回を入れてあと３回しか一般質問私はできません。この２期で終わると

いうことを前回の議会で表明いたしまして、非常にどこから情報が、ここで言いま

したので情報が入るんでしょうけど、大分いろいろと反響がありまして、議会が、

自分で言うのもなんですが、活性化したなあという意見を言ってくれるお方もあり

まして、一応８年やってよかったなというふうな気分でいます。 

 ところで、この財政状況について震災の税収見込み、減りませんよという今、企

画課長からの答弁ですけれども、実質的に家が解体されていく、そして新しい家が

建っていくので、解体されたら基本的には固定資産税なくなるんだけども、新しい

家が建っていくと、新しい家の固定資産税は今までよりも高くなっていきますよ。

だから、基本的に罹災された住民の方の負担は、この固定資産税下がりませんよと

言ったんだけど、罹災された方の固定資産税は増えるんです。税務課長そうじゃあ

りませんか。 

○議長（片山裕治君） 税務課長、岩本博美君。 

○税務課長（岩本博美君） ただいまの江嵜議員のご質問のとおり、罹災されたところ

につきましては、固定資産税、家屋の解体につきましては減額になります。なお、

新しく建った分についてはもちろん課税の対象になりますので、税額については上

がることになります。おっしゃるとおりでございます。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） 今回の固定資産税の平成２９年度予算に関しては、そこのとこ

ろは配慮されていない、配慮されていますか。 

○議長（片山裕治君） 税務課長、岩本博美君。 

○税務課長（岩本博美君） 当初予算につきましては、解体のほうにつきましては、古

い家屋が壊れた部分が多かったものですから、そこまでの減額は見込んでおりませ

ん。今言いましたように減額の額が、固定資産税におきましては約１８０万円ほ

ど、新しい家屋につきましては、まだ解体が済んでないところもありますので、新

しい試算においてはあがっておりません。 

 ただ固定資産税につきましては、新築家屋が建って３年間におきましては、固定

資産税１００平米までの分が半額になっております。要するに３年前に建った家屋

が今回通常の価格に戻ることあたりが考慮されますので、固定資産税は落ちること

はありません。償却資産、太陽光等も今、償却資産の課税を行っておりますので、

合併当時から含めましても固定資産税は２,３００万円ほど調定額で増額になって

おります。今回の質問におきまして、その固定資産税の新築分については、平成２

９年度は今のところ含めておりません。今回建つ分につきましては３０年度に課税
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になりますので、そういうことになります。 

 以上です。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） 固定資産税も含めて町税の減収は考えられませんよということ

で、基本的に今回の予算、平成２７年度が町税は８億９,０００万円、平成２８年

度が９億円、平成２９年度が９億２,０００万で、多分中身を精査すると、その償

却資産が結構増えてきてるなというのがあって、震災による減収について、私が思

ったのは、建て直しができる人についてはそれでいいかもしれない。もし建て直し

ができたときに、町として、固定資産税の減免等の考えがあるのかどうか、そこの

ところをちょっと税務課長でも町長でもよろしいですが、これから建っていきます

ので、その方たちは結構負担が大きいんじゃないかと思うんですが、そこらへんの

考えはどうなんでしょうか。 

○議長（片山裕治君） 税務課長、岩本博美君。 

○税務課長（岩本博美君） 現在は、減免、税法では地方税法を頭に持っておりますの

で、地方税法のほうが、何かしら今回の地震におきまして変更がございましたら、

町のほうも条例改正をいたしまして、そこのところは対処する予定ではおります。

ただ、今のところ情報はございません。今後、町単独でということにつきまして

は、今現在はまだ検討しておりませんので、その減免につきましては、ただいまの

ところでは全然検討課題に入っておりません。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） ぜひ町長、減免について考えていただければなというふうに思

います。国・県等からの指示があったら当然出てくるでしょうけど、町としても町

単独でできないかどうかの、税務課長は検討していただくということなので、ぜひ

町長、検討をお願いしたいと思います。 

 そこで、次にその１億１,０００万円から２,０００万円ぐらいの町負担が想定で

きるねというふうに今、企画財政課長のほうから、町単独の費用としては、１億

１,０００万円から２,０００万円が考えられますという、まだ確定ではないですけ

どそういうふうな話なんですけれども、企画財政課長は、それは財調で充てるから

いいですよというだけの答えだったんで、財調というのは、基本的には今まで必要

だから積み上げてきました。そこで、私は財調取り崩しだけじゃなくて、もっとほ

かにここに書いてありますように、この四つのことを少し事業として取り組んだら

どうかなというふうに思って、四つの帳簿を付けたんです。それは公共事業の見直

し、これについては、当然町がやってるいろいろな事業については、赤字であって

も仕方がないところも当然ありますよ、しかし、一般の中で、氷川のしずくこれは
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どうもいただけないという意見が多い。そこで赤字が年間、副町長が言われたのは

幾らだったですかね、６００万円だったですかね、そのくらいの赤字が出てて、も

うそろそろ切り換えの時期を迎えるので、町長が肝入りでやり始められたんだけれ

ども、アンテナショップ的な考えも消していただく。そして、そこの赤字分を今、

道の駅で補填してる形をとってますから、出荷者の人に１５％今、手数料取ってま

すね。それを１％でも減らして、町長は基幹産業農業、農家が元気になれば商工業

も元気になると言われてますけど、そこの意味はちょっとわかりませんが、農業の

方を元気にするためには、やはり道の駅に出荷してくれてる人たちが手数料１％で

も減れば、私は農業の人が活性化すると思うんですが、そういう公共事業の見直

し、今回加工センター、平成２９年度予算で７,０００万円の工事をやりますと、

７,０００万円の事業をやって、農家の人たちが使いやすくしましょうという、あ

の加工センターは、本当に７,０００万円使って整備する必要があるのかどうかと

いうのも、平成２９年度予算のときに話しますけども、それでどれだけ農業が活性

化するのかというのも不明なわけですけども、逆に言えば、あそこは加工センタ

ー、今のままでもいいし、場合によってはなくなってもいいんじゃないかなという

ふうな状況にあるんじゃないかと思うんです。そういう公共事業の見直しをやる必

要があると思いますが、そこのところどういうふうにお考えかをお伺いいたしま

す。 

○議長（片山裕治君） 町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） それぞれ担当課長がですね、いろいろ考えておりまして、答え

たら多分時間がなくなりますので、私が直接答えを言ったほうがいいのかなと思い

まして手を挙げさせていただきました。 

 今、氷川のしずくの話が出ましたけども、もう６年になるわけです。ちょうど九

州新幹線がオープンしたときにあそこに出店をいたしました。なかなか厳しい経営

状況であります。もうご承知のとおりでございまして、その中で氷川町のそのブラ

ンドを上げていく、あるいは知名度を上げていくという部分では、それなりの効果

を上げてきたものというふうに思っております。 

 ただちょうど今年の９月が契約が切れるときでございますし、今、新しい在来線

のが同じフロアに入ってまいりまして改修がなされております。新しい店舗にまた

手を挙げるということになりますと、相当な費用がまた見込まれるというふうに報

告を受けておりまして、これ以上のいわゆる投資ができるのかというところは、確

かに経営の面を考えますと、なかなか無謀な話かなという思いがございまして、そ

のあたりにつきましては、今後取締役会等にお諮りをして、今後の氷川のしずくを

どうするのか、その方針を決定していきたいというふうに思っております。 
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 あと加工センターの話も少し出ましたけれども、そのあたりは、やはりさっきお

っしゃいましたそれなりの効果を得てるわけでございますし、これからはその一次

処理、あるいは農産物を使った加工をすることによりまして、それを大きな大手の

企業との取引きをするためには、それなりの衛生面の確保をしとかないけません。

今のあの施設では大企業、いわゆる企業との取引きはできない状態になってくると

いうふうに聞いておりまして、そういった衛生面の部分も考えまして今回、新しい

投資をするわけでございまして、それはそれなりの意義があるというふうに思って

おります。 

 併せまして、その公共施設全体の見直しにつきましても、これはやはり財政状況

に応じた予算ありきの行政は仕事でございまして、議員ご存知のとおりでございま

して、予算主義でございますので、財政状況を見ながらそれぞれの事業を進めてい

くのは当然でございます。行政改革の部分も議論が少し、ここ数年ですね、今、休

止した状態でございますので、それを来年度しっかりと議論をし、これから１０

年、２０年先の公共事業をどう計画を作っていくのか、それと予算との絡みをどう

考えていくのかというのは、やはり１回立ち止まって考える時期にはきてるという

ふうに思っておりまして、その部分はぜひまた検証、検討させていただきたいとい

うふうに思っております。 

 一方、そのしずくの赤字の部分を、生産者、出荷者に還元してはどうかと、これ

につきましても以前から松田議員さんからも再三その要望は聞かせていただいてお

りますけれども、そのことにつきましては、会社の経営状況その他を踏まえたうえ

で、どう取り扱っていくのかというのは考えさせていただきたいなというふうに思

っております。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） 氷川のしずくについては、町長も６年やってこられて、アンテ

ナショップ的な価値も十分発揮したんではないかと思いますので、そろそろけじめ

時じゃないかな、６年で。 

 副町長に聞きます。当初、氷川のしずくをやるときに、あそこの売上高、副町長

が言われた、副町長時代じゃなかったですねあれね、ごめんなさい、農業振興課長

時代に売上高１億程度言われたんじゃないかなと思います。年間売上高。担当課

長、現在どのくらいの年間売上高でしょうか。 

○議長（片山裕治君） 農業振興課長、尾村幸俊君。 

○農業振興課長（尾村幸俊君） しずくでの売上につきましては、大体数字で２,００

０万円ちょいぐらいだったと記憶しております。 

 以上です。 
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○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） 町長、そういう状況ですので、ぜひ検討をいただきたいと思い

ます。 

 次に、今日の新聞にも載ってましたけども、うちの場合には１億１,０００万円

から２,０００万円の単費が注ぎ込まれるだろうと、財調でやりましょうよという

話で、熊本県の３月３日の新聞によりますと、これは熊本県知事、蒲島知事が言っ

てますが、創造的復興に向けて本当に必要な事業、これを取捨選択しないと、非常

に財政が苦しくなりますよということで、先ほどの公共事業、赤字事業、これらの

必要な事業であるかどうかの取捨選択を、ぜひ町長にもやってもらいたい。 

 それで県の県債の残高が、１兆４,４７０億の過去最高で、もっと多くなるであ

ろうと。これは３月３日。それから、今日の新聞には、平成１７年度当初予算編成

後に財政調整基金を８４億円確保して使ったと、もう財調なくなってると言ってま

す、県はですね。うちの場合には財調があるからまだいいよっていう、企画課長の

考えはやっぱりいけないんじゃないか。もっと財調を取り崩さずに、こういうこと

をやったらどうかというプランを町長に提案してほしいなと思いますよ。 

 そこで、あと７分ですので、報酬等のカットという項目を入れました。平成２７

年度の決算認定のときに、町長の年収幾らですか、町長は決算上幾らでしょうか、

もろもろ合わせたら年間１,２００万円で、町長は８年前を迎えましたので８倍す

ると、おおむねこの８年で１億円の町税をいただいているわけです。 

 そこで１億１,０００万円から２,０００万円の赤字に対して、少し町長報酬を平

成２９年度、１割でも２割でもカットしようという意思はありますか、ありません

がお願いします。 

○議長（片山裕治君） 総務課長、陳野信次君。 

○総務課長（陳野信次君） 町長の給料カットにつきまして、私のほうから答えをさせ

ていただきます。 

 議員のただいまご質問にありました町長の給与のカットにつきましては予定をい

たしておりません。その理由につきましては、町長の給与につきましては、その労

働の対価として支払われるものというふうに判断をしておりまして、町では例年三

役、町長を含めました三役の給与額、また、議員の報酬額につきましては、条例で

定めます特別職報酬等審議会の意見を求めて決定をしているところでございます。

本年もその意見を参考にさせていただきまして、必要な条例改正を今定例会にも提

案することとしておりますけれども、その審議会の中では、経済状況が好転しない

状況では、震災もあり、給料額を引き上げることはどうかという意見が大半ござい

ました。その中で、町長以下職員につきましては、震災からの復興復旧に頑張って
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いると、経済状況だけでは判断できないという意見や、少しずつでも上げていくの

が本来の姿ではないかといったご意見もあったところでございます。 

 このような審議会の答申のもとに、生活給でございます町長及び三役の給料等の

金額につきましては、現状維持を考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） 審議会の意見はよくわかりました。町長の意見をお伺いしま

す。 

○議長（片山裕治君） 町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） 今、課長から審議会の答申を先日見させていただきました。そ

の中でもいろんなご意見が出ております。議員の皆さん方の報酬に関しましても意

見が出たというふうに聞いておりますが、あえてそのことは申し上げませんが、私

はやはり審議会のその答申というものをしっかりと踏まえて、進めていくべきだろ

うというふうに思いますし、先ほど言われました金額につきまして、それに見合う

だけの仕事をこれからもしっかりやっていきたいなというふうに思っております。 

○議長（片山裕治君） 江嵜悟君。 

○５番（江嵜 悟君） カットの意思がないということはよくわかりました。 

 そこで最後に税収増の検討をしたらどうですかという項目をあげています。税収

を、町税を上げる一番の特効薬というのは、税務課長のほうに聞いたほうがいいか

な、何と思われますか税収を上げる特効薬は。 

 すみません、税収を上げる特効薬は、やっぱり人口増だと思うんですよ、人口増

対策、町長をずっと今までやってこられました。すこやか赤ちゃんもこれ人口増対

策の一環だろうと思います。それからインターチェンジ、これも町長は人口増の対

策、一環である。それから竜北公園、これも安らぎの場所をつくることによって、

人口増を試みようというふうに考えておられてやられてきたんじゃないかと思いま

す。 

 そこで、私は人口増対策で一番必要なのは、土地利用計画、これで町がやはり人

口増を本当に考えるんであれば、土地利用計画をきっちり作る必要があります。町

長は民間活力を導入するんだということを一生懸命言われてますけども、民活が入

る条件がまだ整っていない。 

 私がまちづくり条例の質問をしたときに、竜北地区にもまちづくり条例どうです

かという質問に対して町長は、竜北地区には農振があるから、農振があるからまち

づくり条例は、それよりももっと上位の法律だからということで、まちづくり条例

はやらないと言われました。 
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 私は、この農振がかぶっているから人口増対策ができない。土地利用でその町が

計画を作れば、そこのエリアについて、町でこの地区は工業団地にします、住宅地

域にしますということでやれば、私は農振を外せるんですよ、土地利用計画を持っ

ていればですね。そこのところをやれば、私は税収増のための人口対策もっと手短

にできるんじゃないか、そうすれば業者も、一般の業者の方も入っていきやすくな

る。今は非常に入っていきにくい状況にあるんですね、だから家がなくなったとこ

ろだけしか家を建てられない、そういうところを土地利用計画をぜひもっと進めて

いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（片山裕治君） 町長、藤本一臣君。 

○町長（藤本一臣君） このことにつきましては、これまでも議員と何回となく議論を

させていただいておりますし、町の土地利用計画の見直しも行いましたし、各地区

の土地利用計画も作らせていただきました。その中では、今のようなそれぞれの提

案もきちんと計画の中に反映をさせております。その上で、やはり県は県の農業振

興計画がありまして、その中でどんとかぶせていらっしゃいますので、先般その意

見徴収がございましたので、あえてそのことを県のほうにも申し上げました。私ど

もは町の計画、あるいは地区別計画で、農地の有効活用を考えておりますと。大き

な道路、幹線道路の周辺につきましては、町が外すと、いわゆる農振から外すと決

めたら、無条件で外させてくれというような要望も今出しているところでございま

す。 

 併せまして、民活の活用と言いましたが、決して民間に任せっきりということで

もございません。町がきちんとその方々と、いわゆる業者とタイアップをして、土

地の準備、あるいはその計画は私どもが持ちます。それで、それぞれで建てて活用

くださいというような、そういったいわゆるＰＦＩみたいな活用ができないかとい

うのを今、担当課に指示をしているところでございまして、決して何もせずに指を

くわえて待ってるということではございません。そしてまた活用できる土地は、有

効に活用していきたいというふうに思っております。 

 ありがとうございます。 

○５番（江嵜 悟君） ありがとうございました。終わります。 

○議長（片山裕治君） 以上で、江嵜悟君の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後０時００分 


